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　欧州大学との国際PBLの実現に向けて、設備的な条件の整理と制度的な条件の整理との両方の観点から研究を実施した。
　設備的な条件の整理として、国際間遠隔ミーティングを定期的に実施できるようにするための安価で安定な通信手段を
検討した。そして、インターネットを媒体とした会議システムであるSkypeを選択し、実際に仏国と自国とを結んだ遠隔通
信実験を行った。この結果、日本から仏国に持ち込んだモバイル用PCおよびSkype機器によって、仏国の無線LANシステム
およびインターネット通信システムに接続し、カメラ画像・音声・文字を含む通信ができることを確信した。ただし、一
部の大学では、セキュリティー上の問題からSkype通信を制限しており、通信できない場合があることも明らかになった。
また、紙に書いたイラストなどの通信には、カメラ画像は不適であり、別の通信手段を必要とすることも明らかになっ
た。
 制度的な条件の整理として、仏国の大学院修士課程に相当する教育システムの調査を行い、自国のシステムとの整合性に
ついて検討した。欧州での大学院教育は、欧州各国での独自の教育プログラムを実施することに加え、複数国と共同で教
育プログラムを組み立てようとする試みが見られる。その一つにMaMaSELFプログラムがある。MaMaSELFプログラムでは、
修士課程での一定期間以上を所属大学がある国以外の国で研究活動を行わなければならないと定めている。このような先
進的な教育プログラムを実施している仏国のレンヌ大学およびナント大学を訪問し、現地調査を行った。この調査結果を
整理するとともに、MaMaSELFプログラムの研究滞在先として産業技術大学院を選択できる制度も構築した。

欧州大学との国際PBL支援システムに関する研究
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　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）
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本研究を通じて、仏国レンヌ大学の教員および学生とディスカッションを行い、国際交流を果たすことができた。また、
欧州の先進的な教育プログラムの一つであるMaMaSELFプログラムの研究滞在先として産業技術大学院大学を選ぶことがで
きるよう提携を結ぶことができた。これにより留学生が本学を滞在先として選ぶこととなれば、本研究は非常に大きな国
際貢献となる。
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